
PDCAその2 (授業科目「教育方法・技術論」において)

• 本年度2021年度から、2022年度に向け、１年次設定科目「教育方
法・技術論」(教育の方法及び技術)と新設科目「ICT活用論」(情報
通信技術を活用した教育の理論及び方法)の併用したコアカリキュラ
ム、シラバスの作成と授業内容・方法の改善を目指した。

新しい「教育方法・
技術論」

新設
「ICT活用論」

目標：１年次の設定科目「教育の方法と技術」において、「探究
的な学習」の内容の理解と同時に、情報通信技術の活用を目指す。

授業科目「教育方法・技術論」においての「ICTを活用した授業構想」の授業発表例

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つのPDCAサイクルは、来年度２０２２年度の実施を見通した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた、2021年本年度、半期の授業の実践からの授業内容とシラバス作成の改善です。本日の発表は時間の都合上、本年度実施した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた授業の取り組みの紹介になります。(来年度2022年度、実施予定の新しい「教育方法・技術論」の授業内容の改善とシラバス作成に向けた本学のこれまでの取組の紹介になります。)
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新・教育方法・技術論
「探究的な学習」

(学びの深さ)

2021年度に準備したこと

教育方法・技術論
(コアカリ)

「主体的・対話的
で深い学び」

ICT活用論(コアカリ)
「主体的・対話的で

深い学び」

ICT活用による支援

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コアカリの中のキーワードとして、双方のコアカリにある「主体的・対話的で深い学び」の「学びの深さ」を一応、学習者である生徒たちの「探究的な学習」におき、それを先生が支援するためのICT活用として焦点化しました。



実施内容(左) と 提出課題(右)(2021年度)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「探究的な学習」を支援するICT活用をねらいとするため学生には事前課題の作成とそれをもとにした学生発表を「教育方法・技術論」の授業の内容として重視しました。学生が各自、ICTを活用した「授業展開」、「板書計画(授業シナリオ)」を作成し、それらを元に一人最低１回、「授業発表」を行うことにしました。事前課題として「授業展開」作成のための「授業構想」の作成と事後課題として「改善した学習指導案(授業展開)」や「他者評価を取り入れるレポート」の作成などを用意しておきました。



事前課題「授業展開」「板書計画」の提出と「授業発表」

５分間で、
学生が自
分の授業
を紹介す
る(美術)。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生の成果物、「授業発表」をCのチェックとしました。



改善した「授業展開」知識・技能の習得と思考・判断・
表現力の育成のバランス



「授業展開」の振り返り必要なところでの
ICT機器の活用



他者の授業からの取り入れ
もう一つ別の
ICT機器の活用



５分間で、学生が自分の授
業を紹介する(工業)。



授業発表のもとになる
事前課題「授業展開」

ICT(動画)の二つの側面
での活用



「授業展開」の振り返り・知識を活用する生徒活動
・学習指導要領活用の重視



他者の授業からの取り入れ
ICT活用の意図の記載
他者に対する教師コメントの取
り入れ
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